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はじめに 

 

本報告書は、広島県障害者自立支援協議会の専門部会である「医療ケア児等支援部会」（以下

「部会」という。）における令和７年度の検討結果を報告書として取りまとめたものである。 

 

当部会への付託事項は、次の項目である。 

  ○ 医療的ケア児（者）及びその家族への支援体制等の検討 

 

 

◆部会開催状況 

 

開催日程 議題 

第１回 

令和７年 11月 13日 ○ 広島県医療的ケア児（者）及びその家族の生活状況や支援ニーズに関

する調査について 

○ 実態調査を踏まえた医療的ケア児（者）に係る支援の対応策について 

○ 医療的ケア児支援センターの活動状況について 第２回 

令和８年３月 12日 
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第１ 医療的ケア児（者）に係る支援の取組状況について 

 

１ 医療的ケア児支援センター 

 〇 医療的ケア児支援センターの運営 

県内の医療的ケア児及びその家族が安心して生活できるよう令和５年７月に開所した「医

療的ケア児支援センター」において、令和７年度も引き続き、県内から広く相談を受け付け

た。 

相談件数 Ｒ７年度実績（R7.4～R8.1） 

新規相談者数 82 

延べ相談者数 254 

主な相談内容 

・保育所への入所や受け入れについて。 

・医療的ケア児の受け入れが可能な事業所について。 

・退院時や退院後の支援。 

・短期入所の利用について。 等 

 

２ 医療的ケア児者の支援に向けた環境整備 

〇 医療型短期入所施設補助事業の実施 

家族の病気や学校行事等への参加など介護が困難な期間に医療的ケア児（者）が医療機関

等で短期入所が利用できるよう、医療型短期入所施設補助事業を実施した。 

【補助対象機関】 

圏 域 医療機関（対象機関） 利用市町 開設日等 

尾三圏域 尾道市立市民病院（障害者） 尾道市、三原市、世羅町 R 元.10.1 

備北圏域 市立三次中央病院（障害児） 三次市 R2.10.13 

 

３ 医療的ケア児者に係る支援人材の育成 

（1） 医療的ケアに対応できる看護師及び介護従事者育成研修の実施 

   障害福祉サービス事業所の確保や医療型短期入所施設の定員拡充のため、医療的ケア児等

に対応できる看護師や介護従事者等の人材を育成するための研修を実施した。 

【看護師育成研修】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 受講方法 対象者 内容 受講者数 

R7.8.1～25 動画配信 
医療的ケア児等

への看護を予

定・検討してい

る看護師等 

・重症心身障害医学総論、医療的ケ

ア児スコア、地域の医療連携など 

・障害のあるこどもの成長と発達の

特徴（医療的ケア児等の育ちの支援、

遊びについて） 

講義のみ 

23 名 

実習あり 

26 名 

R7.8/26、 

9/2、4、9、

11、18、25、

30、 

10/2 

実習 

〈実習場所〉 

広島県立リハビリテーションセンター 

・若草療育園 

・わかば療育園 
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 【介護従事者育成研修】 

 

(2) 医療的ケア児等支援のための多職種連携研修の実施 

医療的ケア児等の支援に関わる多職種の専門職が集まり、共に研修する機会を提供するこ

とにより連携体制の構築に取り組んだ。 

 

 

(3) 医療的ケア児等コーディネーター交流会の実施 

支援活動の振り返りや他の医療的ケア児等コーディネーターとの情報共有・連携、地域で

適切に支援できる資質の向上を図り、個々の医療的ケア児とその家族を支えていくスキルの

相乗効果を目的に実施した。 

 

 

 

 

 

 

日程 受講方法 対象者 内容 受講者数 

R8.3.11 ～

30 
動画配信 

障害福祉サービス

事業所（児童通所サ

ービス事業所等を

含む）や保育所で医

療的ケア児等への

介護を予定してい

る介護従事者及び

支援者等 

・重症心身障害児（者）の意思決定

支援（重症心身障害児(者)のコミュニ

ケーションの特徴、意思決定支援を

どのように行うか） 

・医療的ケアの実際（医療的ケア児

等に必要な具体的な医療的ケア）等 

定員 

30 名 

日程 受講方法 対象者 内容 受講者数 

（広島）R8.2.11 

集合形式 

医師、看護師、保健

師、薬剤師、医療ソ

ーシャルワーカー、

医療的ケア児等コー

ディネーター、相談

支援専門員、障害福

祉サービス事業所等

職員、学校関係者、

保育士等 

事例検討（グループワ

ーク） 

・NICUから地域へ移行した

事例について、ライフステ

ージにおける課題、課題に

対する対応及び地域連携

についてディスカッショ

ンを実施 

39 名 

（福山）R8.2.14 25 名 

（東広島）R8.2.22 18 名 

日程 受講方法 対象者 内容 受講者数 

（東広島）R7.12.21 

集合形式 
医療的ケア児等コ

ーディネーター 

事例検討他（グループ

ワーク） 

3 名 

（広島）R8.1.23 13 名 

（福山）R8.2.27 12 名 
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４ 医療的ケア児の支援に係る実態把握調査の実施 

県では、これまで、令和５年７月に広島県医療的ケア児支援センターの運営を開始するとと

もに、医療的ケア児等コーディネーターや医療的ケアに対応できる看護師・介護従事者等の支

援人材の育成などを進めてきたところ、今後の施策について検討するため、当部会において、

調査方法や調査内容を検討した結果を基に、医療的ケア児（者）等の生活状況や支援ニーズに

係るアンケート調査を実施した。 

また、各市町において医療的ケア児の個別具体的な支援施策の検討や災害時の避難支援等に

活用していただくため、一次調査の結果を各市町に情報共有した。 

 

区分 目的 調査依頼先 調査方法 

一
次
調
査 

医療的ケア児

（者）（在宅）

の人数把握 

関係医療機関 
在宅療養指導管理料を算定されている患者（在宅の医療的ケ

アを必要とする児（者））を抽出 

二
次
調
査 

調査対象者及

びその家族の

生活状況や支

援ニーズ等の

把握 

一次調査により対

象となった医療的

ケア児（者）の保護

者等 

一次調査で把握した対象児（者）の保護者等に対し、医療機関

を通じてアンケート調査票を配布（郵送・県電子申請システ

ム） 

 

第２ 医療的ケア児（者）に係る今後の支援について 

 

１ 実態把握調査結果を踏まえた今後の具体策について 

 ○ 医療的ケア児（者）及びその家族の生活状況や支援ニーズに関する調査結果で把握した課

題への対応策として、主に次の取組を実施する。 

（1）ライフステージに応じた情報提供 

      在宅移行期等ライフステージの境目に、市町等から家族等へ地域の活用可能なサービス、

社会資源を適切に情報提供するため、ハンドブックの作成や県のホームページの訪問看護・

福祉サービス事業所等のデータ更新等に取り組む。 

 

（2）地域支援体制の構築 

   身近な地域における相談支援の充実・強化を図るため、医療的ケア児等地域支援アドバイ

ザーを圏域に配置し、県医療的ケア児支援センターと連携して、地域のネットワーク構築や

困難事例への助言・調整等を行う取組をモデル的に実施する。（令和８年度：福山・府中圏

域） 

 

（3）在宅支援事業所（主にレスパイト）の増 

   医療的ケア児（者）の在宅生活を支えるため、家族の負担軽減やレスパイトの時間を確保

することが重要であるが、受入可能な事業所やサービスは限られているため、特に支援ニーズ

の高いレスパイトケアの充実に向けて取り組む。 

  ア 継続事業 

     (ｱ)  医療型短期入所補助事業（尾道市立市民病院、市立三次中央病院） 

  （ｲ） 医療的ケア児在宅レスパイト事業（広島市、三次市） 
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  イ  新規・拡充事業 

   (ｱ)  医療型短期入所事業所開設支援事業 

    ・障害保健福祉圏域ごとの地域資源分析等の実態把握 

    ・医療機関等に対する説明会開催 

    ・個別訪問等による開設の働きかけや相談対応 

  （ｲ） 医療的ケア児在宅レスパイト事業（未実施市町） 

 

（4）人材育成及び確保 

   医療的ケア児等に係る支援が適切に行える人材の養成及び医療的ケアに対応できる人材の

育成 

 

（5）災害への備え 

  ア 医療的ケア児（者）とその家族が災害時を想定して準備しておくことをまとめた医療的

ケア児（者）用防災ガイドブックの作成に取り組む（地域共生社会推進課と連携）。 

  イ  在宅で人工呼吸器を使用する医療的ケア児（者）に、災害時等に貸し出す非常用の医療

機器用備蓄装置を県医療的ケア児支援センターに備蓄する。 

 

２ 医療的ケア児支援センターの運営 

主に次の支援に係る取組を実施する。 

(1) 医療的ケア児及びその家族からの相談に対する支援 

(2)  市町における医療的ケア児等支援体制の構築支援 

(3)  医療的ケア児及びその家族等への積極的な情報発信 

(4)  医療的ケア児等に係る支援者のネットワーク構築や医療的ケア児等に係る支援が適切に行え

る人材の養成及び医療的ケアに対応できる人材の育成の実施。 
 

これらの取組により、在宅の医療的ケア児等とその家族が安心して生活できる環境の実現に向

けた支援を行う。 
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令和７年度広島県障害者自立支援協議会医療的ケア児等支援部会 委員名簿 

 

 

区分 氏 名 所 属 

部会長 
石川 暢恒 

（協議会委員） 
(一社)広島県医師会 常任理事 

委 員 森 美喜夫 広島県小児科医会 顧問 

委 員 福原 里恵 県立広島病院 副院長 兼 新生児科 主任部長 

委 員 栗原 富江 広島県看護協会 訪問看護ステーション「ひびき」 所長 

委 員 濵本 千春 広島県訪問看護ステーション協議会 研修委員 

委 員 笠原 庸子 （公社）広島県薬剤師会 常務理事 

委 員 椙本 美香子 県立広島病院 患者総合支援センター 入退院支援室 主任 

委 員 馬渡 英夫 
(社福)広島県福祉事業団 広島県立総合リハビリテーションセンター 

わかば療育園 園長  

委 員 
米川 晃 

（協議会委員） 
広島県障害児（者）地域療育等支援事業連絡協議会 会長  

委 員 村尾 晴美 広島県重症心身障害児（者）を守る会 理事 

委 員 中澤 智 
(一社)全国重症児デイサービス・ネットワーク広島支部 
（株）コスモケア・エナジー 取締役 

委 員 金田 ひとみ 
(社福)広島県福祉事業団 広島県立総合リハビリテーションセンター 

地域医療連携部 療育支援課 課長 

委 員 末光 治美 ほっと＋いけあひろしま 相談支援専門員 

委 員 髙原 伸幸 
竹原市市民福祉部 地域支えあい推進課  

地域共生社会推進アドバイザー 

委 員 三与木 秀美 福山市保健福祉局 福祉部 障がい福祉課 福祉サービス担当課長 

委 員 白附 直樹 三次市 福祉保健部 社会福祉課 課長 

委 員 佐々木 安雄 東広島市 健康福祉部 障がい福祉課 課長 

委 員 
林 香 

（協議会委員） 

広島県教育委員会事務局  

学びの変革推進部 特別支援教育課 課長 

委 員 辰巳 広司 広島県健康福祉局 安心保育推進課 課長 

委 員 
岡峯 美智子 

（協議会委員） 
広島県健康福祉局 障害者支援課 課長 


